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第 1章は， 1次元の場合の極値統計量を扱う O 基準化された極値統計量の漸近分布である極値分布は
3つの型φ，曹， Aのどれかに一致することが知られているが著者はまず極値分布が曹になるための
必要十分条件を与え，次に極値分布がAになるための十分条件と基準化係数を定める公式を与える 2つ
の定理を得た。
第2章では，極値統計量を多次元化して，多次元極値分布の成分が確率的に独立であるための必要十
分条件を最も簡単な形で与えた。次に極値分布の型と分布の裾の確率の同等性との聞の関係を明らかに
する定理を得た。
第3章では，外れ値の起こり易さをJI閲亨統計量を利用して考察し，まず、Weibull分布の族が完全outlier-
proneであることを証明した。また極値分布の 2つの型φ，Aと外れ値の性質との関係を調べた。
第4章では，まず逐次寿命検定においてPadgett-Weiの方式を一般化して，帰無仮説が正しいとき
採択を早くする 1つの方式を得た。次に非正則推定論への応用を論じ，最大確率推定量の 2つの列に対
し， 2次の効率の算式を構成した。
これらの結果は，極値統計量と順序統計量の理論への著しい貢献であって博士論文として価値あるも
のと認める O
